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はじめに

第２１次野尻湖発掘では，野尻湖層の下位に泥流堆積

物を確認し，この堆積物には安山岩礫に加え，中村・竹

下（２０１７）で記載されている緑色角閃石斑岩礫が特徴的

に含まれる（野尻湖地質グループ，２０１８）．さらに，立

が鼻砂部層 T２ユニットに含まれる礫は，この泥流堆積
物から洗い出された礫と考えられた．野尻湖地質グルー

プでは，野尻湖層の基盤となる泥流堆積物の分布と層準

を立が鼻において検討する過程で，泥流堆積物の下位に

風成ローム層が存在することを認めた．野尻湖周辺地域

の風成の上部更新統については，野尻湖ローム層とその

下位の神山ローム層に区分され，テフラ層の層序と砂粒

組成が明らかにされてきた（野尻湖地質グループ，

１９８４；野尻湖火山灰グループ，１９９０）．立が鼻で認めら

れた泥流堆積物下位の風成ローム層は，野尻ローム層や

神山ローム層より下位のローム層の可能性がある．

野尻湖周辺の風成の中部更新統は，信濃町ローム層

（中村，１９８１MS，１９８１）や赤塩ローム層（花岡・豊野
層団体研究グループ，１９８５）として地域を異にして記載

され，それぞれの地域でテフラ層を含む層序学的研究が

行われてきた．また，野尻湖より南の豊野・牟礼地域で

は，北信ローム層と総称されている（赤羽ほか，１９９２）．

これらのローム層の層序や層相について，露頭単位での

記載は行われてきたが（野尻湖地質グループ１９９７；石

井・野尻湖地質グループ１９９７；中村２００１），砂粒組成を

含むテフラ層の層序と層相の記載は行われてこなかった．

本論では近年の工事に伴って好露頭が出現した信濃町小

古間国道露頭と信濃町袴岳林道露頭の信濃町ローム層に

挟まるテフラ層の層序と層相および砂粒組成について記

載する（図１）．本論の成果は，立が鼻に分布する風成

ローム層や泥流堆積物の層準を明らかにするための基礎

資料としても重要である．なお，早津・新井（１９８０）は，

妙高山・黒姫山・飯縄山と野尻湖周辺地域を含む広範囲

の風成ローム層のテフラ層序と層相を既に報告している．

信濃町ローム層に挟まるテフラ層の層相と砂粒組成

中村（１９８１MS，１９８１）は，野尻湖周辺地域の中・上
部更新統の地質学的研究を行い，三水ローム層を覆い，

神山ローム層に覆われる風成ローム層を信濃町ローム層

とした．信濃町ローム層は，下部・中部・上部に３分さ

れ，さらに下部はⅠ～Ⅲに，中部はⅠ・Ⅱに，上部は

Ⅰ～Ⅴに細分される．本論では，信濃町ローム層に挟ま

るテフラ鍵層の名称を中村（１９８１）に基づいて用いる．

小古間国道露頭（以下，小古間とする）と袴岳林道露

頭（以下，袴岳林道とする）とで観察された信濃町ロー

ム層について，テフラ鍵層と対比し層序関係を確認した

後，砂粒組成の検討を行った．２地点間の対比柱状図を

図２に各地点の砂粒組成を図３に示す．また，それぞれ

の地点の記載記事の入った柱状図を付録１と２に示す．
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図１ 小古間国道露頭と袴岳林道露頭の位置図
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付録の柱状図では，軽石・スコリアや石質火山礫の粒径

を記載しているので，以下の文章では肉眼的な層相とテ

フラ層の砂粒組成の特徴と対比について記載する．

A 信濃町ローム層下部

袴岳林道で観察される最下位のローム層は層厚約１．７

m以上で，層相と砂粒組成からこの層準は小古間では
浸食などにより失われてしまった可能性があり，小古間

の信濃町ローム層中部より下位の層準，すなわち信濃町

ローム層下部に相当する可能性がある．黄白色や黄赤褐

色ローム層中にスコリア層，軽石層，石質火山礫層が狭

在する．下部に狭在する厚さ６cmの黄色軽石層は，シ
ソ（直方）輝石と普通角閃石を含む軽石層（試料名：

H―２６０）で，［SM１］と仮称する．三水村（現在は飯綱
町）を模式地とする赤塩ローム層に狭在する［MP―５］
（花岡・豊野層団体研究グループ，１９８５）に対比される

可能性がある．さらに，直上の黒雲母を含む層準（試料

名：H―２５９）は，黒雲母を含むという特徴から［ABio］
（花岡・豊野層団体研究グループ，１９８５）に対比される

可能性がある．中部に狭在する層厚５０cmで，岩片ま
じりのオレンジ色軽石層（試料名：H―２５２～２５４）は普

通角閃石を多く含むことが特徴で［SM２］と仮称する．
［SM２］の周辺地域における既存のテフラ鍵層との対比
は不明である．最上位の黄褐色ローム層は著しく粘土化

が進んでおり，柔らかくなっている．

B 信濃町ローム層中部Ⅰ

信濃町ローム層中部は粘土化の進んだ風化帯上面を基

底にして，下位からⅠ，Ⅱに区分される（中村，１９８１）．

小古間の信濃町ローム層中部Ⅰは，層厚約６.４mで黄褐
色や黄赤褐色ローム層中にスコリア層が狭在する．ここ

では火砕流堆積物を直接覆って堆積しており，黄褐色～

褐色のローム層中にスコリア層，軽石質火山灰層や細粒

火山灰層が狭在する．下部は砂質であり，最上部は粘土

化が進んだ暗赤褐色の風化帯になっている．最下部に狭

在する層厚６０cmの雑色石質火山灰層（試料名：Fu―
０３）は，直方輝石とわずかに普通（単斜）輝石を含み，

層相と層位から［Lowゴモクメシ］（中村，１９８１）に対
比される．中部に狭在する灰白色細粒軽石質火山灰層

（試料名：Fu―４②）は，多量の石質岩片（ゴマ）からな
り，少量の直方輝石とわずかに単斜輝石を含み，層相と

層位から［灰アッシュ］（中村，１９８１）に対比される．

上部に狭在する岩片まじりロームや赤褐色スコリア・石

質火山礫層（試料名：Fu―０５～０８）は層厚の合計が約
１．１mで，多量の石質岩片（ゴマ・アカ）からなり，少
量の直方輝石と単斜輝石を含む．この層準は，その層相

と層位から［斑点まじりスコリア］（中村，１９８１）に対

比される．

袴岳林道の信濃町ローム層中部Ⅰは，層厚約２５cm
で黄褐色や暗黄褐色ローム層中に暗灰色粗粒火山灰層が

狭在する．最上位のローム層にはクラックが発達する．

小古間に対して，袴岳林道の信濃町ローム層中部Ⅰには

[Lowゴモクメシ]や[斑点まじりスコリア]が挟在されず，
著しく薄くなっていると考えられる．

C 信濃町ローム層中部Ⅱ

小古間の信濃町ローム層中部Ⅱは，層厚約１．９mで
肌色や黄赤褐色ローム層中にスコリア層や粗粒火山灰層

が狭在する．層厚５cmで石質火山礫が散在する粗粒火
山灰層（試料名：Fu―１１・１２）が基底に狭在し，［イモ
下火山灰］と仮称する．普通角閃石とカミングトン閃石

が含まれる．その上位４５cmには，白～黄白色軽石が
混じったローム層（試料名：Fu―１３）が狭在する．普通
角閃石のほかカミングトン閃石や石英を多く含むのが特

徴であり，［イモパミス］（中村，１９８１）に対比される．

上部に狭在する層厚１０cmの赤褐色スコリア層（試料
名：Fu―１６）はカンラン石と単斜輝石を多く含み，［赤
褐色スコリア］（中村 １９８１）に対比される．

袴岳林道の信濃町ローム層中部Ⅱは，層厚約１．１m
で黄褐色ローム層中に白色岩片がまじる粗粒火山灰層や

スコリア層が狭在する．基底の層厚３２cmの粗粒火山
灰層（試料名：H―２４４）は普通角閃石とカミングトン閃

石を含み，小古間の［イモ下火山灰］に対比される．上

部に狭在するカンラン石と単斜輝石を多く含むスコリア

層（試料名：H―２３２～２３３）は，［赤褐色スコリア］（中

村，１９８１）に対比される．

D 信濃町ローム層上部Ⅰ

信濃町ローム層上部は粘土化の進んだ風化帯上面を境

にして，下位からⅠ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，Ⅴに区分されている

（中村，１９８１）．小古間の信濃町ローム層上部Ⅰは，層厚

約２．５mで黄褐色や暗茶褐色ローム層中に粗粒火山灰
層，白色軽石層や石質火山礫層が狭在する．基底に狭在

する層厚１０cmの白色軽石層（試料名：Fu―１７）は，灰
色石質火山礫が点在し普通角閃石のほかカミングトン閃

石も含まれ，［砂パミス］（中村，１９８１）に対比される．

その上位には，層厚１０cmの粗粒火山灰層（試料名：
Fu―１８）が狭在し，普通角閃石と直方輝石を含み，［白
パミアッシュ］（中村，１９８１）に対比される．その上位

４０cmには，層厚１８cmの黄白色石質火山礫層（試料
名：Fu―１９）が狭在する．普通角閃石と直方輝石を含み，
［マダラパミス］（中村，１９８１）に対比される．その上位

には，層厚１１０cmの白色軽石質火山灰層（試料名：
Fu―２０）が狭在する．直方輝石と普通角閃石を含む火山
灰層で［ベッタリパミス］（中村，１９８１）に対比される．

袴岳林道の信濃町ローム層上部Ⅰは，層厚約０．７m
で黄褐色や灰褐色ローム層中に軽石層や粗粒火山灰層が

狭在する．基底に狭在する層厚１０cmの青灰色軽石と
青灰色～白色岩片まじりのローム層（試料名：H―２２９）

にはカミングトン閃石が含まれ，［砂パミス］（中村，

１９８１）に対比される．その上位の，黄白色軽石層～砂質

ローム層～灰紫色火山灰層（試料名：H―２２３～２２６）は

直方輝石と普通角閃石を多く含むことが特徴であり，

［ベッタリパミス］（中村，１９８１）に対比される．
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図２ 小古間国道露頭と袴岳林道露頭の信濃町ローム層のテフラ層の対比

長野県野尻湖周辺に分布する信濃町ローム層のテフラ層序・層相と砂粒組成 17



18 野尻湖地質グループ・野尻湖火山灰グループ



図
３
袴
岳
林
道
露
頭
と
小
古
間
国
道
露
頭
の
信
濃
町
ロ
ー
ム
層
の
砂
粒
組
成

長野県野尻湖周辺に分布する信濃町ローム層のテフラ層序・層相と砂粒組成 19



E 信濃町ローム層上部Ⅱ

小古間の信濃町ローム層上部Ⅱは，層厚約６０cmの
雑色石質火山礫層（試料名：Fu―２１）である．黄褐色ス
コリアを含み，粘土化が著しい．直方輝石と普通角閃石

を含み，［Upゴモクメシ］（中村，１９８１）に対比される．
袴岳林道の信濃町ローム層上部Ⅱは，層厚約１６cm
の粘土化が進んだローム層（試料名：H―２１９～２２０）で

ある．灰褐色の岩片が点在しており多くの直方輝石と少

量の普通角閃石含み，［Upゴモクメシ］（中村，１９８１）
に対比される．

F 信濃町ローム層上部Ⅲ

小古間の信濃町ローム層上部Ⅲは，層厚約３．７mで
石質火山礫層やスコリア層を主体とする．石質火山礫層

は灰色や黄褐色で層厚３０～６０cmであり，スコリア層
は黄灰色や赤褐色で層厚１５～３５cmである．中部に狭
在する層厚４３cmの粗粒火山灰層とスコリア層の互層
部分（試料名：Fu―２４・２５）には，単斜輝石と直方輝石
のほかにカンラン石も含まれており，［スコリア・粗粒

火山灰互層］（中村，１９８１）に対比される．

袴岳林道の信濃町ローム層上部Ⅲは，層厚約１.９mで
石質火山礫層やスコリア層が多く狭在する黄灰色や灰褐

色のローム層である．石質火山礫層は灰色や青灰色，赤

褐色で層厚５～２０cmであり，スコリア層はオレンジ色
や赤褐色で層厚２～１６cmである．中部に狭在する層厚
３５cmの粗粒火山灰層とスコリア層の互層部分（試料
名：H―２０６～２０９）には，直方・単斜輝石のほかにカン

ラン石が多く含まれており，［スコリア・粗粒火山灰互

層］（中村，１９８１）に対比される．最上部に風化帯がみ

られる．

G 信濃町ローム層上部Ⅳ

小古間の信濃町ローム層上部Ⅳは，層厚約１mで灰
色粗粒火山灰層，オレンジ色スコリア層，灰色や黄褐色

石質火山礫層と暗赤褐色ローム層で構成される．石質火

山礫層は灰色や黄褐色で層厚３０～６０cmであり，スコ
リア層は黄灰色や赤褐色で層厚１５～３５cmである．粗
粒火山灰も狭在する．オレンジ色スコリア層から黄褐色

石質火山礫層にかけての層厚５３cmの部分（試料名：
Fu―３１）は輝石のほか普通角閃石も含み，［オレンジデ
カスコ］（中村，１９８１）に対比される．最上位の暗赤褐

色ローム層はクラックが発達している．

袴岳林道の信濃町ローム層上部Ⅳは，層厚約０．６m
で雑色石質火山礫層，石質火山礫・スコリアまじりロー

ム層，赤褐色スコリア層と石質火山礫まじり灰色粗粒火

山灰層で構成される．上半部の赤褐色スコリア層からス

コリアまじりの石質火山礫層の部分（試料名：H―１１９～

１２３）は，輝石のほか普通角閃石をわずかに含み，［オレ

ンジデカスコ］（中村，１９８１）に対比される．

H 信濃町ローム層上部Ⅴ

小古間の信濃町ローム層上部Ⅴは，層厚約２．１mで
赤褐色やオレンジ色スコリア層，灰色や暗灰色粗粒火山

灰層，暗茶褐色粗粒火山灰層と暗褐色ローム層で構成さ

れる．層厚７０cmの暗灰色粗粒火山灰層（試料名：Fu―
３３）は下部にラピリを多く含み，直方輝石とわずかに普

通角閃石を含み，［ブレッチア］（中村，１９８１）に対比さ

れる．その上位の層厚０．９mのオレンジ色スコリア層
は，［カラフルスコリア］（中村，１９８１）に対比される．

最上位の暗褐色ロームには，クラックが発達する．

袴岳林道の信濃町ローム層上部Ⅴは，層厚約０．６m
で灰色粗粒火山灰層，石質火山礫・スコリアまじりロー

ム層，石質火山礫・スコリア層や暗黄褐色ローム層から

構成される．小古間の信濃町ローム層上部Ⅴの基底部に

みられるスコリア層は，ここでは認められなかった．基

底部から層厚２５cmの部分は灰色粗粒火山灰層と白～
灰色石質火山礫層（試料名：H―１１５～１１８）で，輝石の

ほか少量の普通角閃石を含み，［ブレッチア］（中村，

１９８１）に対比される．上部に狭在する層厚１５cmのス
コリア・石質火山礫層（試料名：H―１０５・１０６）は，直

方輝石の他にカンラン石と普通角閃石を含み，［カラフ

ルスコリア］（中村，１９８１）に対比される．最上位の暗

黄褐色ローム層は白色軽石を含み粘土化が著しくなって

いる．普通角閃石も多く含まれている．

周辺地域のローム層および広域火山灰層との対応

野尻湖地質グループ（１９９７）は，信濃町針ノ木付近の

中・上部更新統の層序を明らかにし，泥炭質シルトやシ

ルト層からなる針ノ木層を覆う風成ローム層を「赤塩ロ

ーム層」として記載した．ここで記載されたテフラ鍵層

は，花岡・豊野層団体研究グループ（１９８５）に基づく赤

塩ローム層のものである．信濃町ローム層と赤塩ローム

層のテフラ鍵層の対応が相互に明確になっているわけで

はないが，信濃町ローム層と赤塩ローム層とのおおよそ

の対応については整理されている．すなわち，信濃町ロ

ーム層下部Ⅰ・Ⅱ・Ⅲが赤塩ローム層下部Ⅰ・Ⅱ・Ⅲに，

信濃町ローム層中部Ⅰ・Ⅱが赤塩ローム層中部Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲと赤塩ローム層上部Ⅰに，信濃町ローム層上部Ⅰ・

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴが赤塩ローム層上部Ⅱ・Ⅲと対応する．

また，針ノ木層には，黒雲母・普通角閃石・石英を含む

結晶質粗粒火山灰層が２層挟まれ，この２層の間に広域

テフラである加久藤火山灰（吉川ほか，１９９１）が挟まる．

この針ノ木層は，赤塩ローム層下位の豊田ローム層（花

岡・豊野層団体研究グループ，１９８５）に相当するとされ

た（野尻湖地質グループ，１９９７）．中村（１９８１）は信濃

町ローム層の下位を三水ローム層として区分し，その中

の鍵層として［Biot.ローム］を記述している．この三
水ローム層と先に述べた豊田ローム層との対応について

は明確にされていない．本論の袴岳林道露頭でも信濃町

ローム層の上位に神山ローム層が重なるのは確認してい

るが，信濃町ローム層の下位層については不明な点が残

される．

信濃町ローム層に挟まるテフラ層のうち，飯縄山を給
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源とし，カミングトン閃石を含むテフラ層が関東地域に

まで到達していることが明らかにされている（中里・中

澤，２００７；田力ほか，２０１１）．それらは，早津・新井

（１９８０）の層序と名称に基づいて，飯縄上樽テフラ群

（Iz-KT a,b,c）と飯縄 ―西山テフラ群（In-Ny）と呼称
して追跡された（鈴木２００１；中里・中澤２００７）．飯縄上

樽テフラ群の堆積年代は１６０kaから１２５kaの間に，飯
縄西山テフラ群の堆積年代は約１８０kaと推定されてい
る．本論で記載した信濃町ローム層のテフラ層序と層相

と砂粒組成から，［ベッタリパミス］が Iz-KT aに，［砂
パミス］が Iz-KT cに相当する．また，飯縄西山テフラ
群はカミングトン閃石を含む複数層の軽石層からなり，

それらは小古間の信濃町ローム層に挟まる［イモパミ

ス］と［イモ下火山灰］，および［イモパミス］直上の

カミングトン閃石と普通角閃石を含む粗粒火山灰層（試

料名：Fu-１４）に相当する．これらの対比から，早津・
新井（１９８０）の濁川スコリア層は飯縄上樽テフラ群と飯

縄西山テフラ群の間に位置し，その層位と層相から信濃

町ローム層の［赤褐色スコリア］に相当し，飯縄西山テ

フラ群下位の古間スコリア層（早津・新井１９８０）も，

その層位と層相から信濃町ローム層の［斑点まじりスコ

リア］に相当する．さらに，飯縄上樽テフラ群の上位に

位置する早津・新井（１９８０）の大鹿スコリア層グループ

は，信濃町ローム層上部Ⅱ～上部Ⅴに相当する．

まとめ

本論では野尻湖立が鼻発掘地の約４km南の小古間国
道露頭と約６km北東の袴岳林道露頭に露出する風成ロ
ーム層を記載し，２地点に露出する信濃町ローム層のテ

フラ層の層序と層相さらに砂粒組成から２地点間の層序

対比を行った．信濃町ローム層下部については露出が悪

く，再確認が困難であったが，信濃町ローム層中部と上

部に挟まるテフラ層の層序と層相さらに砂粒組成の特徴

が明らかになった．本論で記載したテフラ層の層相と砂

粒組成は，立が鼻発掘地において野尻湖層に覆われる風

成火山灰層の対比を検討する際の基礎資料ともなる．
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Tephra stratigraphy, facies and grain compositions of the
Shinanomachi Loam Formation distributed around Lake Nojiri-ko

Geological Research Group for Nojiri-ko Excavation and
Volcanic Ash Research Group for Nojiri-ko Excavation

Abstract The Shinanomachi Loam Formation is composed of tephric loess, volcanic ashes, pumice and scoria
lapllius, is overlain by the Kamiyama Loam Formation and Nojiri Loam Formation. At two well exposures at ap-
proximately 4 km south and 5 km north-east of Lake Nojiri-ko, we described litho-facies and grain compositions.
Based on these litho-facies and grain compositions, and stratigraphic relationship, we are revealed that some
tephra bed in the Shinanomachi Loam Formation is correlated to “Iz-KT a”, “Iz-KT c” and “In-Ny” wide-spread
tephras.

Key words: Nojiri-ko Excavation, Shinanomachi Loam Formation, tephra, stratigraphy, grain composition
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付録１ 小古間国道露頭の信濃町ローム層とテフラ鍵層の露頭写真

付録２ 袴岳林道露頭の信濃町ローム層とテフラ鍵層の露頭写真（上）とスケッチ（下）
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